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❶学習課題を設定後、
「学習課題を達成するた
めに、具体的な評価をつ
くろう」と投げかける。

❷共有ノートなどを用いて、
評価規準についてグループで
話し合いまとめる。

※指導事項に立ち返ることができるように！！

提案書やパンフレットなど書いた
りスピーチなど発表したりする
パフォーマンス課題に最適！！

 　先生方もルーブリックという言葉を聞いたはありますよね？？しかし、「小難しいような…、手間が
かかりそう…」そんな気持ちになっていませんか？中野先生は３つの手順で、ルーブリックを作成して授
業で活用されていました。ルーブリックを使って、で子どもたちの《見通し力UP》《授業意欲UP》

意欲を持って学習に向かうためにルーブリック
　中野　凌太朗　先生(熊本市立池上小学校)

その１.ルーブリックって難しい・・・。

中野先生が大切にしていること・・・「学習の見通しは、学習者である子どもと一緒に！」
その２.ルーブリックってどうつくる？
　中野先生が大事にされていることは、とにかく「子どもと一緒に」です。具体例でお話しをします。
実践：６年生　推薦文を書こう「ヒロシマのうた」

❸子どもの振り返りシートにまとめ、
学習の拠り所にする。



・既習事項を振り返る。
比べて読む（動
物の赤ちゃん）

まとまりに分ける
（じどう車くらべ）

能動的に学び続ける力を身に付けるために
　矢住　美亜　先生(天草市立本渡南小学校)

今回の実践のポイント！！「問いをもつ」

実践：２年生　じゅんじょに気をつけて読もう「たんぽぽのちえ」

　教科書が新しくなり、光村図書の国語の教科書では「問いをもつ」ことが学びの中でとても大切であると教科書に
明記されました。「一斉授業」から「複線型の授業」に向け、校内研での取り組みから❶「学習の見通し」❷「めあ
て(課題)の設定」❸「学習の進め方」の３つのスキルと合わせてご発表いただきました。

学習課題はABCフレーズで(佐賀大の達富 洋二 先生提唱)
赤…指導事項、緑…思考操作、青…言語活動

・既習の教材でモデルを示す。

・学習課題をたてる。

説明文の読み方を
抑えるようにする。

ここを示すことで複線型
の授業になった際に子ど
もの拠り所となる。ここ
は、あくまで（B規準）

・「わたしの問い」を立てる。
子どもたちが問いを立てる。
その後掲示や話し合い等で
ブラッシュアップ！

・個や協働の学習形態を設定
　(学び方を選べるようにする)

どんな時に誰とアウトプットす
るといいかは、掲示しておくこと
で子どもの対話や活動の見通し
につながる。

❶「学習の見通し」 ❷「めあて(課題)の設定」

❸「学習の進め方」

一人で学ぶか、複数で学ぶか…。

継続することで「自分で学ぶ」という意識が高まってきた！



参加者からのコメント

次回予告

段階を経て教師主導から、子ども
たち同士で学び合う関係をつくる
のが大切だと感じました。

中野先生、矢住先生、ご発表いただきありがとうございま
した。自分の授業改善につながる刺激をもらえた会でし
た。お二人とも、「教師主導」から「子ども主体」の授業
に変えて行こうとする点で共通していました。子どもとつ
くるルーブリック、私の問いなど、私もこれからの授業で
挑戦してみようと思います。

中野先生、矢住先生、ご発表いただきありがとうご
ざいました。お二方のお話しをお聞きしてもう子ど
もに学びを任せるというのは，必須の考え方なんだ
なと実感しました。そのためには，伴走者として教
師がどのように声かけや価値づけをしたり，どこに
深みを持ってくるかという教材研究の重要性につい
て改めて感じることができました。大変勉強になり
ました。ありがとうござました。


